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石巻の人口と世帯数 　平成１８年１２月１日現在 
（　）内は昨年同月比 

81,659人　（－817人） 

 168,979人（－1,481人） 

87,320人   （－664人） 

59,627世帯（＋463世帯） 

編　集　後　記
市民の皆さん、新年明けましておめでとうございます。
皆さんは新年をどのようにお過ごしでしょうか？
わたしは、新年を迎えるにあたり、抱負というか、目標などを持って亥年に挑

みたいと思い、ちょっと考えてみました。やはり・・・去年あたりから体が気持
ちについてこなくなってきたので、“若さを取り戻す”体力づくり＆美肌（!?）
に励みたいと思っています。市報の方は、新たな年を迎え、若干のリニューアル
を行いました。これからも皆さんに楽しく読んでもらえる市報を目指して、創意
工夫しながら頑張りたいと思っています。本年もよろしくお願いします。○ち

１１日e 凧をつくろう
１７日d・１８日e タオルを使って遊ぼう（フェイスタオル持参）
この他にも楽しい遊びを用意しています。
（毎週　月・水・木曜日利用時間：午前１０時～１１時３０分）
※子育てについての悩み・相談は、電話でも受け付けていま
す。お気軽にご利用ください。

河南子育て支援センターパプラ（1・ＦＡＸ７２‐４６７０）
★わいわいサロン
（２人の指導員と親子で遊びましょう。申し込みは不要です。）
農村環境改善センター２階（パプラ）午前９時３０分～１１時３０分
¡０・１歳親子
９日c 絵本の読み聞かせ　　　
１６日c お話「７匹のこやぎ」
２３日c 制作『鬼のお面をつくろう』
３０日c サロントーキング

¡２歳以上親子　
１１日e おばあちゃんの読み聞かせ
１８日e お話「７匹のこやぎ」
２５日e 制作『鬼のお面をつくろう』
親子の上靴・飲み物・着替えなどをお持ちください。
★でんわ相談・来所相談…ひとりで悩まないで！（月～金）
★スクエア子育てひろば『豆まき会』のご案内
今年はたのしい鬼が登場します。豆まきグッズを親子で作

り、一緒に楽しみましょう！
２月１日e ９時４５分から
ところ 農村環境改善センター
参加費 こども１人 ３００円
持ち物 飲み物、おしぼり
※参加費を添えて、１月１６日cまでパプラにお申し込みくだ
さい。

桃生地区子育て支援事業（桃生保健センター1７６‐３３６０）
★遊びの広場
ところ 桃生保健センター

１０日d、１７日d、２４日d、３１日d

ところ 桃生文化交流会館（1７６‐３４１８）
１３日g、２０日g、２７日g

※いずれも午前９時３０分から
★親と子の遊びの広場出前事業
ところ 神取いきいき交流センター

２３日c 午前９時３０分～
★子育て電話相談　４日e 1７６‐３３６０
対象者　どなたでもご相談できます。
相談内容 子育てに関すること

北上地区ひまわり子育て支援
★ひまわりキッズ 午前１０時～１１時３０分
ところ 北上保健センター（1６７‐２３０１）

１７日d・２４日d・３１日d

なかよし保育園子育て支援センター
（1９６‐４５５１・ＦＡＸ２２‐９８８１）

★親子教室
¡１歳６カ月～２歳５カ月　９日c・１６日c

¡２歳６カ月以上　　　　 ２３日c・３０日c

★すくすく赤ちゃん
¡ネンネ・寝返りグループ　４日e・１１日e

¡ハイハイ・ヨチヨチグループ １８日e

★ツインズ・デー １９日f

※双子のお子さんを子育て中の方ならどなたでも参加できます。
★マタニティおしゃべり広場 １５日b

いずれも午前１０時～１１時３０分　費用無料、申し込み不要
★育児講座　 ２５日e

講話 小山勝巳氏（子育てについてのお話）
午前１０時～１１時３０分　　費用無料
定員 １５人〔先着〕

市子育て支援センター
（はまなす保育所内1・ＦＡＸ２４‐１２６０）

★あそびの広場
年齢別グループで、ふれあい遊び・工作などを行います。
指導員と一緒に親子で楽しく遊びませんか。

¡０歳～１歳半　 １９日f

¡１歳半～２歳　 １２日f・２６日f

¡２歳～２歳半　 １７日d・３１日d

¡２歳半～３歳　 １０日d・２４日d

¡３歳～３歳半　 １６日c・３０日c

¡３歳半以上　　　９日c・２３日c

いずれも午前１０時～１１時　費用無料、申し込み不要
（受付時間は午前９時３０分～９時５０分）
★新年お楽しみ会 １８日e はまなす保育所ホール
はまなす保育所との交流事業です。一緒にゲームなどして

楽しみましょう。
定員 ３０組
午前１０時～１１時３０分（受付時間：午前９時３０分～９時５０分）
費用無料、申し込みが必要です

中央児童館（1・ＦＡＸ２３‐７４０６）
★新年お楽しみ会 １３日g

“正月遊びをみんなで楽しむ”
こま・けん玉・すごろく・かるた・書き初めなどを行います。
午前１０時３０分～１１時３０分
対象 小学生
費用無料、申し込み不要

河北子育て支援センター
（飯野川保育所内1６１‐１６０１・ＦＡＸ６２‐２３５９）

★あそびのひろば
子育て支援センターにきて、遊びませんか。今月は１０日d

から開放します。
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石
巻
地
方
の
ニ
ホ
ン
カ
モ
シ
カ

石
巻
市
文
化
財
保
護
委
員
　
立
花
　
繁
信

力
メ
ラ
を

受
け
ま
し
ょ
う

健
康
コ
ラ
ム

医
者
に
な
っ
て
、
二
十
年
近

く
に
な
り
ま
し
た
。
が
ん
で
亡

く
な
る
方
が
、
一
向
に
減
ら
な

い
と
い
う
思
い
が
あ
り
ま
す
。

が
ん
の
中
に
は
非
常
に
進
行
の

早
い
も
の
や
未
だ
に
治
療
法
の

な
い
も
の
が
存
在
し
ま
す
。
し

か
し
大
部
分
の
が
ん
は
早
く
発

見
す
れ
ば
治
療
法
の
あ
る
も
の

で
す
。
つ
ま
り
、
早
期
発
見
が
、

が
ん
治
療
の
第
一
で
は
な
い
の

で
し
ょ
う
か
？
特
に
胃
、食
道
、

大
腸
な
ど
の
消
化
管
の
分
野
で

の
内
視
鏡
治
療
（
カ
メ
ラ
で
の

治
療
）
は
め
ざ
ま
し
く
進
歩
し

て
い
ま
す
。消
化
管
の
が
ん
は
、

粘
膜
の
表
層
よ
り
発
生
し
て
下

に
下
に
成
長
し
て
い
き
ま
す
。

で
す
か
ら
、
内
視
鏡
で
早
期
発

見
が
で
き
る
の
で
す
。
一
番
表

層
の
粘
膜
層
内
に
と
ど
ま
る
段

階
で
発
見
す
れ
ば
、カ
メ
ラ
で
、

完
全
に
治
療
が
可
能
で
す
。
み

な
さ
ん
が
胃
カ
メ
ラ
や
大
腸
カ

メ
ラ
な
ど
の
検
査
を
定
期
的
に

受
け
て
い
た
だ
く
こ
と
が
一
番

の
が
ん
治
療
と
考
え
ま
す
。

し
か
し
、
日
常
診
療
で
、
カ

メ
ラ
検
査
を
受
け
る
こ
と
は
患

者
様
に
と
っ
て
は
、
か
な
り
の

決
心
の
い
る
こ
と
の
よ
う
で
す
。

胃
カ
メ
ラ
も
大
腸
カ
メ
ラ
も
、

以
前
と
比
べ
る
と
か
な
り
楽
に

受
け
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
そ
れ
で
も
、
苦
痛

は
あ
り
ま
す
。
そ
の
時
に
ど
う

考
え
る
か
、
イ
ヤ
イ
ヤ
検
査
を

受
け
る
の
か
、
必
要
な
苦
痛
は

受
け
入
れ
る
の
か
、
心
の
持
ち

よ
う
に
よ
っ
て
カ
メ
ラ
の
苦
痛

も
変
わ
り
ま
す
。
カ
メ
ラ
を
楽

に
受
け
て
い
た
だ
く
コ
ツ
は
？

と
聞
か
れ
れ
ば
、
カ
メ
ラ
を
こ

わ
が
ら
な
い
こ
と
、で
き
れ
ば
、

友
達
と
思
え
る
く
ら
い
に
な
れ

ば
良
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
か
く
言
う
自
分
も
カ
メ
ラ

を
受
け
た
と
き
は
苦
し
か
っ
た

で
す
。
で
も
必
要
と
思
う
こ
と

で
苦
痛
も
軽
減
す
る
と
思
い
ま

す
。
カ
メ
ラ
で
人
類
を
救
う
！

そ
れ
が
自
分
の
気
持
ち
で
す
。

み
な
さ
ん
も
ぜ
ひ
、
カ
メ
ラ
を

受
け
て
、
健
康
を
確
認
し
て
く

だ
さ
い
。

市立病院　消化器科部長

矢 吹 法
のり

孝
たか

こ

ゆ
う

し
ゅ

ニ
ホ
ン
カ
モ
シ
カ
は
、
日
本
の
固
有
種
で
、
本
州
・
四

国
・
九
州
に
分
布
し
て
い
ま
す
。
五
・
六
十
年
前
ま
で
は
、

高
山
の
岩
場
に
住
む
孤こ

高こ
う

の
動
物
と
考
え
ら
れ
、
絶
滅
が
心

配
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
国
は
、
昭
和
九
年
（
一
九
三
四
）
天

然
記
念
物
に
指
定
。
昭
和
三
〇
年
（
一
九
五
五
）
特
別
天
然

記
念
物
に
格
上
げ
し
、
保
護
充
実
を
図
り
ま
し
た
。
と
こ
ろ

が
、
昭
和
四
十
五
年
（
一
九
七
〇
）
前
後
か
ら
表
面
化
し
て

き
た
ヒ
ノ
キ
・
ス
ギ
な
ど
の
食
害
問
題
や
、
そ
の
後
の
研
究

で
「
孤
高
の
動
物
」
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
は
す
っ
か
り
失
わ
れ

て
し
ま
い
ま
し
た
。

最
近
は
、
石
巻
の
市
街
地
や
平
地
の
集
落
に
も
出
没
し
、

新
聞
紙
上
を
賑
わ
し
て
い
ま
す
。

気
仙
沼
か
ら
石
巻
に
か
け
て
の
貝
塚
か
ら
は
鹿
、
猪
な
ど

が
多
く
出
土
し
て
い
ま
す
。
中
に
は
オ
オ
カ
ミ
・
熊
・
オ
ッ

ト
セ
イ
・
鯨
類
ま
で
が
見
つ
か
っ
て
い
ま
す
が
、
カ
モ
シ
カ

は
、
ど
の
貝
塚
か
ら
も
発
見
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
石
巻
市
文

化
財
保
護
委
員
（
考
古
学
）
の
茂
木
好
光
氏
、
奥
松
島
縄
文

村
歴
史
資
料
館
の
菅
原
弘
樹
氏
は
『
北
上
川
中
流
域
以
北
の

丘
陵
地
に
は
生
息
し
て
い
た
が
、
縄
文
時
代
の
北
上
川
下
流

域
、
三
陸
沿
岸
地
方
に
は
生
息
し
て
い
な
か
っ
た
の
で
は
…

…
。』
と
の
見
解
を
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

古
代
・
中
世
か
ら
は
、
カ
モ
シ
カ
の
生
息
の

手
掛
か
り
に
な
る
よ
う
な
資
料
は
見
つ
か
り
ま

せ
ん
で
し
た
。

近
世
の
資
料
と
し
て
、『
伊
達
治
家
記
録
』

が
あ
り
ま
す
。

藩
祖
政
宗
、
五
代
吉
村
、
六
代
宗
村
が
石
巻

地
方
で
元
和
四
年
（
一
六
一
八
）
か
ら
寛
保
元

年
（
一
七
四
一
）
ま
で
、
少
な
く
と
も
十
回
の

狩
り
を
し
、
千
五
百
頭
を
超
え
る
鹿
、
猪
、
猿
な
ど
を
捕
獲

し
て
い
ま
す
が
、
カ
モ
シ
カ
の
記
録
は
あ
り
ま
せ
ん
。

明
治
以
降
の
生
息
情
報
も
皆
無
で
し
た
。

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
宮
城
県
の
北
上
高
地
、
三
陸
沿
岸

に
は
、
縄
文
時
代
か
ら
ご
く
近
年
ま
で
カ
モ
シ
カ
は
生
息
し

て
い
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
す
。

昭
和
四
十
四
年
（
一
九
六
九
）
七
月
四
日
、
旧
河
北
町
赤

柴
付
近
の
北
上
川
で
カ
モ
シ
カ
が
捕
獲
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ

が
、
石
巻
地
方
進
出
の
始
め
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

北
上
・
河
北
地
区
で
は
、
一
九
八
〇
年
代
に
は
ぽ
つ
ぽ
つ

見
ら
れ
、
一
九
九
五
年
頃
か
ら
は
珍
し
い
動
物
で
は
な
く
な

り
ま
し
た
。
新
旧
北
上
川
を
越
え
た
の
は
、
一
九
九
七
年
で
、

二
〇
〇
六
年
現
在
、
北
上
・
河
北
・
桃
生
・
雄
勝
・
河
南
・

そ
し
て
石
巻
の
各
地
区
と
女
川
町
で
生
息
が
確
認
さ
れ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
牡
鹿
地
区
で
の
確
認
も
時
間
の
問
題
と
思
わ

れ
ま
す
。

カ
モ
シ
カ
は
、
鹿
の
仲
間
で
は
な
く
、
牛
の
仲
間
で
す
。

鹿
の
仲
間
は
、
雄
だ
け
に
角
が
生
え
、
毎
年
、
生
え
替
わ
り

ま
す
が
、
牛
の
仲
間
は
雄
雌
と
も
に
角
が
生
え
、
一
生
、
少

し
ず
つ
伸
び
続
け
る
の
で
す
。

カ
モ
シ
カ
は
、
単
独
生
活
す
る
こ
と
が
多
く
、
一
年
を
通

じ
て
個
体
の
ナ
ワ
バ
リ
を
持
ち
ま
す
。
ナ
ワ
バ
リ
の
面
積
は

一
〇
〜
五
〇
ヘ
ク
タ
ー
ル
で
、一
夫
一
妻
制
の
傾
向
が
強
く
、

一
産
一
仔
で
、
五
・
六
月
に
出
産
し
ま
す
。

カ
モ
シ
カ
の
大
増
殖
の
原
因
は
、
森
林
の
大
規
模
な
伐
採

で
あ
る
と
い
う
結
果
が
出
て
い
ま
す
。

カ
モ
シ
カ
が
人
里
に
現
れ
る
の
は
、
四
〜
八
月
で
、
こ
れ

は
出
産
、
子
育
て
期
と
ナ
ワ
バ
リ
が
大
き
く
関
わ
っ
て
い
る

も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。


